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衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
乗
客
の
搬
送
及
び
入
院
費
用
が
半
年
以
上
も
支
払
わ
れ

て
い
な
い
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
乗
客
の
搬
送
及
び
入
院
費
用
が
半
年
以
上
も
支
払

わ
れ
て
い
な
い
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
感
染
症
法
」

と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
移
送
し
た
御
指
摘
の
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
（
以
下
「
ク
ル
ー
ズ

船
」
と
い
う
。
）
の
乗
組
員
及
び
乗
客
の
移
送
先
の
医
療
機
関
に
お
け
る
感
染
症
法
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
医
療
に
要
す

る
費
用
の
う
ち
、
お
尋
ね
の
「
未
払
」
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。 

二
及
び
六
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
係
る
「
費
用
」
の
負
担
及
び
「
支
払
い
」
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
法
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
等

に
基
づ
き
、
そ
の
責
務
を
有
す
る
者
に
お
い
て
、
適
切
に
措
置
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
政
府
と
し
て
も
、
適
切
な
対

応
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性
者
発
生
対
応
に
関
し
、
国
や
都
道
府



 

２ 

 

県
等
が
発
注
し
た
民
間
事
業
者
に
対
す
る
未
払
い
」
に
つ
い
て
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
組
員
及
び
乗
客
の
移
送
に
係
る
も
の

を
除
き
、
現
時
点
で
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
寄
港
地
の
都
道
府
県
等
の
備
え
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
、

都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
感
染
症
法
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
予
防
の
た
め
の
施
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の

策
定
等
が
行
わ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
全
国
の
空
港
や
港
湾
で
の
入
国
時
の
検
疫
で
陽
性
と
判
断
さ
れ
た
者
」
が
い
る
場
合
の
当
該
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
検
疫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
十
六
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
検
疫
所

長
の
通
知
内
容
か
ら
、
当
該
者
が
感
染
症
法
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
感
染
症
の
病
原
体
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
場
合
、
当
該
通
知
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
は
、
感
染
症
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
感
染
症
法

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
二
類
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
者

に
対
し
病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
感
染
症
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
お
い
て
準

用
す
る
感
染
症
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
者
を
当
該
入
院
に
係
る
病
院
又
は
診
療
所
に
移
送
す
る
こ
と
が
で



 

３ 

 

き
る
等
、
感
染
症
法
に
基
づ
く
対
応
を
行
う
こ
と
と
な
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
検
疫
途
中
で
の
超
法
規
的
判
断
に
よ
る
搬
送
」
、
「
大
混
乱
の
緊
急
事
態
下
」
及
び
「
検
疫
途
中
で
超
法
規

的
判
断
に
よ
る
搬
送
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
場
合
や
、
当
該
都
道
府
県
等
が
災
害
等
で
機
能
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
事
案
が

大
規
模
す
ぎ
て
当
該
都
道
府
県
等
の
能
力
を
超
え
る
よ
う
な
場
合
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

九
に
つ
い
て 

 
 

患
者
等
搬
送
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
患
者
等
搬
送
事
業
指
導
基
準
等
の
作
成
に
つ
い
て
」
（
平
成
元
年
十
月
四
日
付
け
消

防
救
第
百
十
六
号
消
防
庁
救
急
救
助
課
長
通
知
）
等
に
よ
り
、
緊
急
性
の
な
い
患
者
等
の
医
療
機
関
へ
の
入
退
院
、
通
院
及

び
転
院
並
び
に
社
会
福
祉
施
設
へ
の
送
迎
に
関
し
、
ベ
ッ
ド
等
を
備
え
た
専
用
車
を
用
い
て
搬
送
を
実
施
す
る
事
業
の
質
的

向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
定
の
基
準
に
従
っ
て
患
者
等
搬
送
事
業
者
の
認
定
等
を
行
っ
て
い
る
。
各
地

の
消
防
機
関
が
認
定
を
行
っ
た
患
者
等
搬
送
事
業
者
の
事
業
所
数
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
現
在
で
千
三
百
八
十
四
事
業
所

で
あ
り
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
時
点
と
比
較
し
て
二
百
十
事
業
所
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 



 

４ 

 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
へ
の
避
難
支
援
に
つ
い
て
は
、
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に

関
す
る
取
組
指
針
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
五
年
八
月
十
九
日
付
け
府
政
防
第
七
百
八
十
一
号
・
消
防
災
第
三
百
十
八
号
内

閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）
付
参
事
官
（
被
災
者
行
政
担
当
）
及
び
消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部
防
災
課
長
連
名
通
知
）

に
お
い
て
、
地
域
の
特
性
や
実
情
を
踏
ま
え
、
市
町
村
が
個
別
に
避
難
行
動
要
支
援
者
と
具
体
的
な
打
合
せ
を
行
い
、
避
難

の
方
法
等
の
情
報
を
記
録
す
る
個
別
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
等
に
よ
り
行
う
こ
と
を
通
知
し
、
市
町
村
に
取
組
を
促
し
て
い

る
。 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
災
害
時
の
避
難
支
援
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
町
村
等
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
関
係
省
庁
が
連

携
し
て
、
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 


